
Japan Society of Histochemistry and Cytochemistry (JSHC)

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　of 　Histoohemistry 　and 　Cytoohemistry 　（JSHC ｝

A13 A14

新生期にエ ス トロ ジェ ンを投与した未成

熟マ ウス の 子宮における エ ス トロ ジ ェ ン
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、（玩jUlの発現

皮lttにお け る Corticotropin　Rclcasing　Horr　lone

（CRH ），
　 CRH レ セ プ タ ー （CRH ．R ）及 び

P「ooPiomelanocortin （POMC ）の 発現
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　出生前後にエ ス トロ ジェ ンに曝される

と、生殖器に異常や腫瘍が生 じる。 この

メカニ ズムを解明する目的で ER およびエ

ス トロ ジェ ン依存性に誘導される c ・fos、

C−j
’
tm の発現バ ターンを免疫組織化学とirl

Situ　tsioridizatlΩn を用いて、出生直後に

diethy！Sdimm （DES ）を投与 したマ ウ

スの 子宮におい て検素した 。 CL卜1マ ウス

の 皮下にDES （4　ng／sesamwe （滋〉を出生後

5日間投与 した （DESマ ウス）。対照群 は

d のみを投与 した 。 3週齢の マ ウス に 17β
一

etradid（E2）を投与 し、経時的に子宮 を

摘出した 。 ERIま両群 とも上皮 、 間質 、 平

滑筋細胞に局在し、発現 パターンに顕著

な差は認め られなか っ た。 （bfas 　mRN ；’L

および蛋白はE2刺激によ っ て両群とも上

皮に誘導された。対照マ ウスで はC−fOS　ft
現の ピークは 2時間後で あっ たが 、 DES

マ ウスで は発現量は低いが速やかに誘導

された 。 Cコ
’
un はE2非刺激時、 両群とも

上皮に局在するが 、 E2投与により上皮で

の発現が抑制され、間質 と平滑筋細胞で

増加 した。顕著な発現パ ター
ンの差は認

め られなか っ た。

近年、CRH 、　CRH レ セ プ タ
ー一

（CRH −R ）及び

POMC が、皮 脣に お い て も産 生 され る こ とが 、

明 ら か とな っ た 、我 々 は 、1E常皮 膚、炎症 部

位、N 斑 な どを対象に 、免疫紅織化学的手法

に よ り、こ れ らの 蛋 白の 局在 を、ま k：　．　R
’
1’−PCR

法を用 い 、mRNA の 発 視 を調べ た。さ らに 、

in　situ 　RT −PCR 法に よ り、そ れ ら 1n　RNA の 皮

膚にお け る発 現部位を同定 した ．また、Laser

capture 　microdissection に よ り 採取 した脂 腺細

胞 の み を用 い て 、RT−PCR 法 を行 い 、そ れ ら

の 発現 を確認 した。結 果 と して 、止 常皮膚に

お い て 、CRH 、　 CRH −R 、　 POMC は表皮上 層 の

ケ ラチ ノサ イ トと、メ ラ ノ サ イ トに同様 の 局

在 を 示 し毛胞脂腺系 で は外 毛根鞘 と脂腺細胞

に強 く発現を認 め た e また、色素性母斑細胞

や 炎症部位 で は 、蛋 白、mRNA と も に 、強

い 発現を認めた。これ らの 結果か ら、皮膚に

お け る 、CRH 、　CRH −R 及 び POMC の paracrine

又 は aut 〔｝crinc 的制御機構 と、炎症 性疾患にお

け る、サ イ トカ イ ン との 相彑作用が示唆 され
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